
宇城市議会だより�

問
　
県
の
中
央
に
位
置
す
る
地

理
的
位
置
の
面
と
、
交
通
の
便

の
面
で
、
企
業
活
動
が
地
域
を

素
通
り
し
、
地
域
住
民
が
域
外

で
購
買
消
費
し
需
要
が
流
失
し

て
い
る
中
、
既
存
の
地
元
商
店

街
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

へ
の
市
の
支
援
策
に
つ
い
て
。�

市
長
　
五
つ
の
商
工
会
が
一
つ

に
ま
と
ま
っ
て
、
特
異
性
・
専

門
性
を
商
工
会
が
リ
ー
ド
し
て

生
き
延
び
策
を
講
じ
て
も
ら
い
、

行
政
が
精
一
杯
お
手
伝
い
で
き

る
と
こ
ろ
は
人
・
金
も
効
果
的

な
支
援
を
惜
し
ま
な
い
。�

問
　
市
内
在
住
の
有
識
者
に
広

く
呼
び
か
け
、
原
則
民
活
を
最

大
限
活
用
し
た
起
業
家
育
成
に

つ
い
て
。�

市
長
　
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
・
バ

イ
オ
関
連
企
業
は
、
こ
れ
か
ら

の
時
代
を
活
性
化
す
る
起
爆
剤

に
な
る
。
起
業
家
支
援
は
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
、
地
元
の
意

欲
あ
る
方
々
に
独
自
の
支
援
策

を
講
じ
る
。�

問
　
宇
城
市
の
遊
休
農
地
や
耕

作
放
棄
地
の
有
効
利
用
に
つ
い

て
。�

市
長
　
宇
城
市
４
０
０
㌶
荒
廃

地
を
生
産
面
積
に
返
す
。
担
い

手
に
農
地
集
積
・
集
落
営
農
・

農
業
生
産
法
人
で
規
模
拡
大
を

図
る
等
、
農
業
委
員
会
と
農
林

担
当
で
遊
休
農
地
を
解
消
す
る

努
力
を
す
る
。�
����

問
　
現
在
全
国
に
フ
リ
ー
タ
ー

が
４
１
７
万
人
、
ニ
ー
ト
が
85

万
人
と
若
い
人
達
の
働
く
問
題

が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い

る
。
具
体
策
と
し
て
宇
城
市
の

中
学
２
年
生
に
５
日
間
の
職
場

体
験
を
提
案
す
る
。�

市
長
　
ニ
ー
ト
に
対
す
る
社
会

現
象
は
、
教
育
界
で
も
深
刻
に

捉
え
て
い
る
。
時
間
の
確
保
や

安
全
に
つ
い
て
早
速
中
学
校
と

検
討
す
る
。�

����

問
　
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
の
目
的
及
び

必
要
性
に
つ
い
て
。�

市
長
　
３
特
別
会
計
の
合
計
は
、

１
６
２
億
円
で
あ
り
、
今
後
10

年
間
で
10
㌫
削
減
す
る
。
脳
卒

中
は
、
寝
た
き
り
に
な
る
一
番

の
原
因
で
あ
り
、
寝
た
き
り
高

齢
者
の
減
少
に
役
立
て
た
い
。�

宇
城
市
の
地
域
経
済
と
地
域
再
生

宇
城
市
の
地
域
経
済
と
地
域
再
生�

を
担
う
産
業
に
つ
い
て

を
担
う
産
業
に
つ
い
て�

宇
城
市
の
地
域
経
済
と
地
域
再
生�

を
担
う
産
業
に
つ
い
て�

若
年
若
年
の
就
業
問
題

の
就
業
問
題
・
地
域
地
域
の�

教
育
力

教
育
力
・
社
会
共
生

社
会
共
生
の
視
点

の
視
点�

で
の
具
体
策

の
具
体
策
に
つ
い
て�

若
年
の
就
業
問
題
・
地
域
の�

教
育
力
・
社
会
共
生
の
視
点�

で
の
具
体
策
に
つ
い
て�

健
康
立
市

健
康
立
市
を
目
指
す

を
目
指
す
60
歳�

以
上
以
上
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
無
料
化

検
査
無
料
化�

に
つ
い
て�

健
康
立
市
を
目
指
す
60
歳�

以
上
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
無
料
化�

に
つ
い
て�

農
政
問
題
に
つ
い
て

農
政
問
題
に
つ
い
て�

農
政
問
題
に
つ
い
て�

青
少
年
教
育
問
題

青
少
年
教
育
問
題
に
つ
い
て�

青
少
年
教
育
問
題
に
つ
い
て�

豊
田
紀
代
美
議
員�

松
本
　
民
雄
議
員�

一 般 質 問 �
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問
　
Ｊ
Ａ
が
合
併
し
て
10
年
、

当
初
の
販
売
高
２
４
７
億
５
千

万
円
、
15
年
度
で
54
億
６
千
万

円
の
減
少
、
特
に
メ
ロ
ン
は
41

億
７
千
万
円
と
大
き
く
減
少
し
、

園
芸
農
家
を
中
心
に
厳
し
い
状

況
で
あ
り
、
宇
城
市
の
基
幹
産

業
に
は
ほ
ど
遠
い
と
考
え
る
が
、

市
長
の
考
え
は
。�

市
長
　
県
の
ト
ッ
プ
で
あ
っ
た

メ
ロ
ン
の
落
ち
込
み
は
極
端
で

あ
り
、
地
域
に
あ
っ
た
新
し
い

オ
リ
ジ
ナ
ル
作
物
を
開
発
す
る

こ
と
で
、
所
得
の
確
保
を
図
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
対
策
を
講

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今

後
継
続
し
て
、
市
並
び
に
Ｊ
Ａ

挙
げ
て
所
得
拡
大
に
努
力
す
る
。�

問
　
農
政
通
の
市
長
で
あ
り
、

基
本
計
画
を
基
に
、
早
急
に
農

業
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。
ま
た
、
未
整
備
地
区

農
地
の
対
策
と
管
内
荒
廃
地
・

遊
休
地
の
対
策
は
。�

経
済
部
長
　
圃
場
整
備
率
は
、

豊
野
98
・
６
㌫
、
不
知
火
72
・

３
㌫
、
三
角
66
・
８
㌫
、
小
川

39
・
６
㌫
、
松
橋
33
・
８
㌫
と

格
差
が
あ
る
。
今
後
、
振
興
計

画
に
基
づ
き
、
災
害
に
強
い
高

効
率
、
高
収
益
型
特
産
ブ
ラ
ン

ド
を
確
立
す
べ
き
基
盤
整
備
を

進
め
る
。
農
業
委
員
会
と
も
連

携
を
深
め
、
荒
廃
地
・
遊
休
地

対
策
に
つ
い
て
対
応
し
て
い
く
。�

問
　
県
・
Ｊ
Ａ
等
参
画
し
た
営

農
対
策
室
を
設
置
す
る
考
え
は
。�

市
長
　
行
政
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
で
「
営
農
対
策
室
」

が
可
能
か
十
分
検
討
し
た
い
。�

���

問
　
宇
城
市
青
少
年
児
童
憲
章

と
い
っ
た
、
教
育
の
芯
と
な
る

も
の
を
作
る
な
ら
と
思
う
が
。�

教
育
長
　
子
供
達
全
て
が
健
全

に
育
つ
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

今
後
、
有
識
者
等
の
意
見
も
聞

き
憲
章
制
定
へ
前
向
き
に
検
討

す
る
。�

市
長
　
試
み
は
極
め
て
大
事
、

教
育
長
が
申
し
上
げ
た
と
お
り

の
方
向
で
進
め
る
。�

●この質問要約は、発言者の責任の基に質問の要旨を掲載しています。（発言順に掲載）�

�

子供たちの健やかな成長を願って�

宇城市議会だより�
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問
　
市
長
は
ど
の
よ
う
な
考
え

で
市
の
行
政
を
考
え
て
い
る
の

か
。�

市
長
　
限
ら
れ
た
行
政
資
源
を

有
効
に
活
用
し
、
最
大
限
の
効

果
が
発
揮
で
き
る
よ
う
簡
素
で

効
率
的
な
組
織
体
制
を
構
築
す

る
必
要
が
あ
る
。
合
併
協
議
会

の
協
議
で
は
、
職
員
を
10
年
後

に
１
２
０
人
削
減
す
る
と
な
っ

て
い
る
が
、
私
は
５
年
を
め
ど

に
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。�

　
ま
た
、
市
民
と
行
政
の
役
割

分
担
を
明
確
に
し
、
事
務
事
業

の
見
直
し
や
業
務
の
効
率
化
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
地
域
の

協
働
形
成
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
。
具
体
的
な
取
り
組
み
と

し
て
、
ま
ず
組
織
機
構
の
改
革

に
よ
り
地
方
分
権
に
的
確
に
対

応
し
、
多
様
化
、
複
雑
化
し
て

い
く
住
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ

と
。
業
務
改
革
で
は
住
民
と
の

対
話
を
基
本
と
し
て
、
情
報
公

開
制
度
の
適
切
な
運
用
を
行
い
、

開
か
れ
た
市
政
を
推
進
す
る
こ

と
。
サ
ー
ビ
ス
改
革
は
、
行
政

が
本
来
担
う
べ
き
役
割
に
つ
い

て
の
基
本
的
な
考
え
方
を
明
確

に
し
、
民
間
と
の
協
働
に
よ
り
、

安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

よ
る
行
政
コ
ス
ト
の
削
減
に
努

め
る
こ
と
。�

　
次
に
、
安
定
し
た
市
政
を
目

標
に
依
存
か
ら
自
立
を
基
本
と

し
た
財
政
計
画
に
取
り
組
む
。 �

　
最
後
に
、
意
識
改
革
で
人
事

評
価
制
度
を
確
立
す
る
。
職
員

自
ら
の
能
力
開
発
、
能
力
が
発

揮
で
き
る
職
場
環
境
づ
く
り
等

の
職
員
研
修
に
も
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。�

��

問
　
宇
城
市
、
特
に
三
角
は
中�

小
企
業
と
か
他
県
か
ら
す
れ
ば�

遅
れ
て
い
る
気
が
す
る
。
企
業�

は
な
い
し
、
若
い
人
に
対
し
て�

魅
力
も
な
い
。
企
業
誘
致
を
も

う
少
し
考
え
て
も
ら
い
た
い
。�

市
長
　
法
人
の
数
が
非
常
に
少

な
い
。
そ
の
こ
と
が
法
人
税
収

入
に
影
響
し
て
い
る
。
あ
わ
せ

て
雇
用
の
場
が
な
い
と
い
う
こ

と
も
、
宇
城
に
進
出
し
て
い
る

数
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
だ
と

思
う
。
し
か
し
、
工
業
団
地
と

し
て
整
備
さ
れ
、
こ
う
い
う
有

利
な
条
件
で
迎
え
入
れ
ま
す
と

提
案
で
き
る
企
業
立
地
の
場
所

が
な
い
の
で
、
今
か
ら
用
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
途
に
着

い
た
段
階
で
あ
る
の
で
、
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。�

前
川
　
克
己
議
員�

深
田
　
義
實
議
員�

一 般 質 問 �
���

問
　
今
年
４
月
１
日
か
ら
ペ
イ

オ
フ
が
全
面
解
禁
に
な
り
、
解

禁
後
も
全
額
保
護
が
続
く
決
済

用
預
金
が
導
入
さ
れ
た
が
、
本

市
で
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と

ら
れ
て
き
た
の
か
。�

収
入
役
　
定
期
預
金
に
つ
い
て

は
管
内
指
定
金
融
を
含
め
７
銀

行
、
普
通
預
金
は
全
額
決
済
用

預
金
に
移
行
し
て
い
る
。�

問
　
そ
の
金
融
機
関
名
は
。�

収
入
役
　
肥
後
銀
行
ほ
か
６
行

で
あ
る
。�

問
　
Ｊ
Ａ
宇
城
の
自
己
資
本
比

率
と
不
良
債
権
比
率
を
お
聞
か

せ
い
た
だ
き
た
い
。�

収
入
役
　
本
年
度
の
資
料
で
、

15
・
56
㌫
と
16
・
３
㌫
で
あ
る
。�

問
　
不
良
債
権
比
率
が
非
常
に

高
い
。
指
定
金
融
機
関
と
な
っ

た
の
で
努
力
し
て
不
良
債
権
処

理
を
十
分
や
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。�

���

問
　
契
約
の
内
容
は
。�

収
入
役
　
契
約
は
19
条
か
ら
な

り
、
抜
粋
し
て
、
窓
口
に
は
Ｊ

Ａ
宇
城
か
ら
本
庁
に
２
名
、
各

支
所
に
１
名
ず
つ
計
６
名
配
置
。

派
出
時
間
は
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
、
昼
休

み
も
業
務
を
行
う
。
人
件
費
は

無
料
で
、
収
納
代
理
店
は
管
内

金
融
機
関
で
あ
る
。�

問
　
振
込
手
数
料
は
。�

収
入
役
　
１
件
10
円
で
あ
る
。�

問
　
指
定
金
融
機
関
は
法
の
定

め
に
よ
り
担
保
を
提
供
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
担

保
金
は
い
く
ら
で
、
算
出
の
根

拠
は
。�

収
入
役
　
１
億
円
で
計
算
式
は

な
い
。�

問
　
担
保
は
定
期
証
書
か
。�

収
入
役
　
定
期
証
書
で
あ
る
。�

問
　
一
時
借
入
金
の
利
率
は
設

定
さ
れ
て
い
る
か
。�

収
入
役
　
利
率
は
謳
っ
て
な
い
。�

問
　
契
約
を
結
ん
だ
以
上
は
、

優
遇
措
置
を
採
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。�

収
入
役
　
執
行
部
、
市
長
と
相

談
し
、
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
く
。�

問
　
契
約
期
間
は
。�

収
入
役
　
本
年
７
月
１
日
か
ら

平
成
18
年
３
月
31
日
ま
で
で
、

契
約
期
間
満
了
の
３
ヶ
月
前
ま

で
に
意
思
表
示
が
な
い
場
合
は
、

更
新
し
た
も
の
と
み
な
し
、
以

降
に
お
い
て
も
同
様
と
な
っ
て

い
る
。�

今
後
の
市
の
行
政
に
つ
い
て

今
後
の
市
の
行
政
に
つ
い
て�

今
後
の
市
の
行
政
に
つ
い
て�

公
金
公
金
の
管
理
管
理
・
運
用
運
用
に
つ
い
て�

公
金
の
管
理
・
運
用
に
つ
い
て�

指
定
金
融
機
関
問
題

指
定
金
融
機
関
問
題
に
つ
い
て�
指
定
金
融
機
関
問
題
に
つ
い
て�

市
の
将
来
像
に
つ
い
て

市
の
将
来
像
に
つ
い
て�

市
の
将
来
像
に
つ
い
て�


